
実践って、特別なことだと思っていませんか？
～あなたの「日々の業務」が少し楽になる。地域とつながる「実践」へ～

地域福祉
実践講座

制度が変わりゆく“今”。日々の業務の中で「もっとこうできたらいいな」「どうし
たらうまくいくんだろう」と悩むことはありませんか？
本講座では、何かゼロから新しい事業を作る必要はありません。日々の業務を
少し振り返り、意識的に取り組んでみる。そして、そのプロセスや悩みを仲間と共
有する。それが本講座の「実践」です。仲間とつながることで、一人で抱え込ま
ず、日々の業務がぐっと進めやすくなることを実感してみませんか？

実践力を高める５つのステ ップ

内 容

第
1
回

「地域共生社会の“今”を知り、支援が必要な人の強みを見つける視点を養う」

講師：同志社大学 教授 永田 祐 氏

地域共生社会の“今”を知り、支援が必要な人の「強みや願い」を見る視点を養います。昨年度

の実践者からのリアルな報告も！

第
2
回

実践を支えるスキル①
「地域を知る・地域アセスメントとは？その方法と意味を知る」

講師：ローカリズム・ラボ 代表 井岡 仁志 氏

地域アセスメントって何？その手法を学び、担当地域を歩いてみる「地域踏査」を学びます。

第
3
回

実践を支えるスキル②
「地域で把握した情報の活かし方・地域をアセスメントしてみる」

講師：ローカリズム・ラボ 代表 井岡 仁志 氏

情報をアセスメントに活かすには？それぞれの職場でアセスメントができ、それぞれの地域に

合った活動展開するためのプロセスや方法を学びます。

第
4
回

「中間報告会・伴走支援・学び合い」

少しでも日々の業務が楽になったり、良くなったらと知識や方法を学んで実践したけれど…
実際の職場での日々の進捗や「うまくいかない壁」を持ち寄り、みんなで共有・軌道修正！もう
一人で悩まなくてもいい！「分かち合いと知恵の出し合い」の場です。

第
5
回

「最終報告会・今後の実践に向けて」

目に見える成果だけでなく、「種まき」を讃え合います。永田先生からの温かいメッセージと今
後に向けた総括コメントも！

令和８年度包括的支援体制整備推進人材育成研修
生活支援コーディネーター研修（第１回）

実践中の「孤独」と「迷い」を防ぐため、
第４回に中間報告会を開催！
手厚い伴走支援であなたをサポートします。

日 程 会 場

第１回 令和８年 ５月２７日（水）13：10～16：45 ｴｰｽﾊﾟｯｸ未来中心ｾﾐﾅｰﾙｰﾑ３

第２回 令和８年 ７月１４日（火）13：30～16：30 中部（予定）

第３回 令和８年 ８月３１日（月）13：30～16：30 中部（予定）

実践期間 令和８年 ９月～令和９年 １月 各自

第４回 令和８年１１月頃（予定） 東部（予定）

第５回 令和９年 ２月頃（予定） 東部（予定）

※実践期間についての詳細は、第１回にてご説明します。



参加費 無料

対象
○市町村社会福祉協議会職員
地域福祉・重層的支援体制整備事業・生活支援体制整備事業担当等

○市町村行政職員
包括的支援体制整備・重層的支援体制整備事業・多機関協働事業・
生活支援体制整備担当等

○地域包括支援センター 社会福祉士・保健師・主任介護支援専門員等
○生活支援コーディネーター
○社会福祉施設職員 等

申込み 下記URLもしくはQRコードよりお申込みください。
※第1回～第３回の参加申込みです。
※本講座での実践をご希望の方は、第１回の受講が必須となりますのでご注意くだ
さい。第１回終了後に別途申し込みを受け付けます。

締切 令和８年５月20日（水）

〒689-0201
鳥取市伏野1729-5 県立福祉人材研修センター内

社会福祉法人鳥取県社会福祉協議会
地域福祉部 地域福祉・パーソナルサポート担当：秋本玲・中田

電話 0857－59－6332 FAX 0857－59－6340 メール chiiki@tottori-wel.or.jp

定員 5０名

主催 社会福祉法人鳥取県社会福祉協議会

お問い合わせ先

※本研修は感染症等の状況により、開催方法の変更や中止等となることがありますので御了承ください。

https://forms.gle/woEVS3CLBnwtWydd7

途中で壁にぶつかり、計画通りにいきま
せんでした。でも報告会でそれを伝えたら、
永田先生から『失敗ではなく、課題を言
語化したこと、種まきをしたこと自体が素
晴らしいプロセスだ』と評価していただき、
思わず涙が出そうに。仲間からの前向き
な応援（ギャラリーの応援団！）にも救
われました。

（生活支援コーディネーター）

最初は『実践なんて無理！と思っていま
した（笑）でも普段の業務の中で見つけ
た課題に少し意識を向けるだけで立派な
実践になると気づきました。他の機関とつ
ながりができたことで、困難事例もみんな
で話し合えるようになり、業務がとても楽に
なりました。

（地域包括支援センター職員）

・今の業務に少し行き詰まりを感じている方
・他機関や地域住民とどう協働していいか悩んでいる方
・職場（チーム）の一体感を醸成するきっかけを求めている方
・「地域を対象とした事業」や「地域づくり」の担当として必要なスキルやツールを学
びたい方

・地域包括支援センター、生活支援体制整備事業、重層的支援体制整備事業に関わる方

こんな方に
オススメ
です！

【昨年度の実践者（先輩）からの声】
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